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(57)【要約】
【課題】印刷物に対するユーザの特定をより容易に行う
ことができる画像形成装置、および画像形成装置の画像
形成方法を提供する。
【解決手段】取得した画像データに付加された識別情報
の中でバナーとして画像化する画像化識別情報とバナー
の出力位置との少なくとも一方の設定を取得し、取得し
た画像化識別情報と出力位置との少なくとも一方の設定
に応じて画像化したバナーを含む出力データを印刷する
ことにより、ユーザが意図した内容で識別情報を出力す
ることができるので、印刷物に対するユーザの特定をよ
り容易にすることができる。
【選択図】　　　　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像データに付加された識別情報を画像化した識別画像、および前記画像データに応じ
た画像を含む出力データを出力する画像形成装置において、
　前記画像データに付加された前記識別情報の中で前記識別画像として画像化する前記画
像化識別情報と前記識別画像の出力位置との少なくとも一方の設定を取得する設定管理手
段と、
　前記設定管理手段により取得した前記画像化識別情報と前記出力位置との少なくとも一
方の設定に応じて画像化した前記識別画像を含む前記出力データを出力する出力制御手段
と、
　を備えたことを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記画像化識別情報と前記出力位置との少なくとも一方の設定を受け付けるための設定
画面を表示手段に表示して、当該画像化識別情報と出力位置との少なくとも一方の設定を
受け付けるシステム制御手段をさらに備え、
　前記設定管理手段は、前記システム制御手段により受け付けた前記画像化識別情報と前
記出力位置との少なくとも一方の設定を取得することを特徴とする請求項１に記載の画像
形成装置。
【請求項３】
　前記画像化識別情報と前記出力位置の少なくとも一方の設定を記憶したＩＣカードを読
み取ると共に、読み取った前記画像化識別情報と前記出力位置との少なくとも一方の設定
を受け付けるＩＣカード認証手段をさらに備え、
　前記設定管理手段は、前記ＩＣカード認証手段により受け付けた前記画像化識別情報と
前記出力位置との少なくとも一方の設定を取得することを特徴とする請求項１に記載の画
像形成装置。
【請求項４】
　前記出力制御手段は、前記出力データを記憶部に格納することを特徴とする請求項１か
ら３のいずれか一に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記出力制御手段は、前記出力データを外部機器に送信することを特徴とする請求項１
から３のいずれか一に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　複数ページの前記画像データを１ページに集約した画像データを生成する集約手段をさ
らに備え、
　前記設定管理手段は、前記集約手段により生成した前記画像データに応じた画像内の位
置を前記出力位置の設定として取得し、
　前記出力制御手段は、取得した前記出力位置の設定に応じて、前記識別画像を当該集約
手段により生成した画像データに応じた画像内に含む前記出力データを出力することを特
徴とする請求項１から５のいずれか一に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　前記出力制御手段は、全てのページに前記識別画像を含む前記出力データを出力するこ
とを特徴とする請求項１から６のいずれか一に記載の画像形成装置。
【請求項８】
　前記出力制御手段は、さらに、前記識別画像に回転処理および縮小処理の少なくとも一
方を施すことを特徴とする請求項１から７のいずれか一に記載の画像形成装置。
【請求項９】
　前記設定管理手段は、前記識別画像を出力するページを前記出力位置の設定として取得
し、
　前記出力制御手段は、取得したページに前記識別画像を含む前記出力データを出力する
ことを特徴とする請求項１から６のいずれか一に記載の画像形成装置。



(3) JP 2009-202576 A 2009.9.10

10

20

30

40

50

【請求項１０】
　前記設定管理手段は、前記識別画像を出力する記録媒体の面を前記出力位置の設定とし
て取得し、
　前記出力制御手段は、取得した面に前記識別画像を含む前記出力データを出力すること
を特徴とする請求項１から９のいずれか一に記載の画像形成装置。
【請求項１１】
　前記設定管理手段は、前記画像データに応じた画像が印刷されるページとは別のページ
を前記出力位置の設定として取得し、
　前記出力制御手段は、取得した当該別のページに前記識別画像を含む前記出力データを
出力することを特徴とする請求項１から６のいずれか一に記載の画像形成装置。
【請求項１２】
　前記設定管理手段は、前記画像データに応じた画像内の余白の位置を前記出力位置の設
定として取得し、
　前記出力制御手段は、取得した余白の位置に前記識別画像を含む前記出力データを出力
することを特徴とする請求項１から１０のいずれか一に記載の画像形成装置。
【請求項１３】
　画像データに付加された識別情報を画像化した識別画像、および前記画像データに応じ
た画像を含む出力データを出力する画像形成装置の画像形成方法であって、
　設定管理手段が、前記画像データに付加された前記識別情報の中で前記識別画像として
画像化する前記画像化識別情報と前記識別画像の出力位置との少なくとも一方の設定を取
得する設定管理工程と、
　出力制御手段が、前記設定管理工程により取得した前記画像化識別情報と前記出力位置
との少なくとも一方の設定に応じて画像化した前記識別画像を含む前記出力データを出力
する出力制御工程と、
　を有することを特徴とする画像形成装置の画像形成方法。
【請求項１４】
　システム制御手段が、前記画像化識別情報と前記出力位置との少なくとも一方の設定を
受け付けるための設定画面を表示手段に表示して、当該画像化識別情報と出力位置との少
なくとも一方の設定を受け付けるシステム制御工程をさらに有し、
　前記設定管理工程は、前記システム制御手段により受け付けた前記画像化識別情報と前
記出力位置との少なくとも一方の設定を取得することを特徴とする請求項１３に記載の画
像形成装置の画像形成方法。
【請求項１５】
　ＩＣカード認証手段が、前記画像化識別情報と前記出力位置の少なくとも一方の設定を
記憶したＩＣカードを読み取ると共に、読み取った前記画像化識別情報と前記出力位置と
の少なくとも一方の設定を受け付けるＩＣカード認証工程をさらに有し、
　前記設定管理工程は、前記ＩＣカード認証手段により受け付けた前記画像化識別情報と
前記出力位置との少なくとも一方の設定を取得することを特徴とする請求項１３に記載の
画像形成装置の画像形成方法。
【請求項１６】
　前記出力制御工程は、前記出力データを記憶部に格納することを特徴とする請求項１３
から１５のいずれか一に記載の画像形成装置の画像形成方法。
【請求項１７】
　前記出力制御工程は、前記出力データを外部機器に送信することを特徴とする請求項１
３から１６のいずれか一に記載の画像形成装置の画像形成方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像形成装置、および画像形成装置の画像形成方法に関するものである。
【背景技術】
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【０００２】
　従来、画像データを処理する装置として、複写機、ファクシミリ装置、複合機等が一般
に知られている。これらの装置は、画像データを作成する複数の外部ＰＣとネットワーク
接続され、当該複数の外部ＰＣから受信した画像データを印刷用紙に印刷することができ
る。しかしながら、このような装置においては、外部ＰＣを区別することなく印刷処理を
実行するため、出力された印刷物の混同防止、放置印刷物のユーザ特定を容易に行うこと
ができないという問題があった。
【０００３】
　このような問題を解決するものとして、ユーザＩＤ、印刷日時等の送信元識別情報を含
むバナーが印刷されたページ（以下、バナーページとする）を印刷処理の際に出力するこ
とにより、印刷物に対して出力ユーザを容易に特定可能にした画像形成装置が開示されて
いる（特許文献１参照）。特許文献１にかかる画像形成装置では、送信元から送られる印
刷ジョブに含まれる送信元識別情報を記憶し、送信元識別情報を画像データにバナーとし
て合成して画像データと共に画像形成用紙上に出力することにより、出力された印刷物の
識別が容易になり、印刷物に対するユーザの特定を容易に行うことができる。
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－３３５０３２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、バナーを出力可能な画像形成装置には、ユーザが意図する内容で送信元識別
情報を出力させたいという要望があった。しかしながら、従来の画像形成装置では、画像
データにバナーとして合成する送信元識別情報の内容が予め決められた送信元識別情報に
限定されていたため、ユーザの要望に柔軟に対応できず、印刷物に対するユーザの特定を
より容易にすることができないという問題がある。より具体的には、送信元識別情報を合
成する位置や送信元識別情報の文字サイズを指定することができず、定型のバナーページ
しか出力することができなかった。
【０００６】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、印刷物に対するユーザの特定をより容
易に行うことができる画像形成装置、および画像形成装置の画像形成方法を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、請求項１にかかる発明は、画像データ
に付加された識別情報を画像化した識別画像、および前記画像データに応じた画像を含む
出力データを出力する画像形成装置において、前記画像データに付加された前記識別情報
の中で前記識別画像として画像化する前記画像化識別情報と前記識別画像の出力位置との
少なくとも一方の設定を取得する設定管理手段と、前記設定管理手段により取得した前記
画像化識別情報と前記出力位置との少なくとも一方の設定に応じて画像化した前記識別画
像を含む前記出力データを出力する出力制御手段と、を備えたことを特徴とする。
【０００８】
　また、請求項２にかかる発明は、請求項１にかかる発明において、前記画像化識別情報
と前記出力位置との少なくとも一方の設定を受け付けるための設定画面を表示手段に表示
して、当該画像化識別情報と出力位置との少なくとも一方の設定を受け付けるシステム制
御手段をさらに備え、前記設定管理手段は、前記システム制御手段により受け付けた前記
画像化識別情報と前記出力位置との少なくとも一方の設定を取得することを特徴とする。
【０００９】
　また、請求項３にかかる発明は、請求項１にかかる発明において、前記画像化識別情報
と前記出力位置の少なくとも一方の設定を記憶したＩＣカードを読み取ると共に、読み取
った前記画像化識別情報と前記出力位置との少なくとも一方の設定を受け付けるＩＣカー
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ド認証手段をさらに備え、前記設定管理手段は、前記ＩＣカード認証手段により受け付け
た前記画像化識別情報と前記出力位置との少なくとも一方の設定を取得することを特徴と
する。
【００１０】
　また、請求項４にかかる発明は、請求項１から３のいずれか一にかかる発明において、
前記出力制御手段は、前記出力データを記憶部に格納することを特徴とする。
【００１１】
　また、請求項５にかかる発明は、請求項１から３のいずれか一にかかる発明において、
前記出力制御手段は、前記出力データを外部機器に送信することを特徴とする。
【００１２】
　また、請求項６にかかる発明は、請求項１から５のいずれか一にかかる発明において、
複数ページの前記画像データを１ページに集約した画像データを生成する集約手段をさら
に備え、前記設定管理手段は、前記集約手段により生成した前記画像データに応じた画像
内の位置を前記出力位置の設定として取得し、前記出力制御手段は、取得した前記出力位
置の設定に応じて、前記識別画像を当該集約手段により生成した画像データに応じた画像
内に含む前記出力データを出力することを特徴とする。
【００１３】
　また、請求項７にかかる発明は、請求項１から６のいずれか一にかかる発明において、
前記出力制御手段は、全てのページに前記識別画像を含む前記出力データを出力すること
を特徴とする。
【００１４】
　また、請求項８にかかる発明は、請求項１から７のいずれか一にかかる発明において、
前記出力制御手段は、さらに、前記識別画像に回転処理および縮小処理の少なくとも一方
を施すことを特徴とする。
【００１５】
　また、請求項９にかかる発明は、請求項１から６のいずれか一にかかる発明において、
前記設定管理手段は、前記識別画像を出力するページを前記出力位置の設定として取得し
、前記出力制御手段は、取得したページに前記識別画像を含む前記出力データを出力する
ことを特徴とする。
【００１６】
　また、請求項１０にかかる発明は、請求項１から９のいずれか一にかかる発明において
、前記設定管理手段は、前記識別画像を出力する記録媒体の面を前記出力位置の設定とし
て取得し、前記出力制御手段は、取得した面に前記識別画像を含む前記出力データを出力
することを特徴とする。
【００１７】
　また、請求項１１にかかる発明は、請求項１から６のいずれか一にかかる発明において
、前記設定管理手段は、前記画像データに応じた画像が印刷されるページとは別のページ
を前記出力位置の設定として取得し、前記出力制御手段は、取得した当該別のページに前
記識別画像を含む前記出力データを出力することを特徴とする。
【００１８】
　また、請求項１２にかかる発明は、請求項１から１０のいずれか一にかかる発明におい
て、前記設定管理手段は、前記画像データに応じた画像内の余白の位置を前記出力位置の
設定として取得し、前記出力制御手段は、取得した余白の位置に前記識別画像を含む前記
出力データを出力することを特徴とする。
【００１９】
　また、請求項１３にかかる発明は、画像データに付加された識別情報を画像化した識別
画像、および前記画像データに応じた画像を含む出力データを出力する画像形成装置の画
像形成方法であって、設定管理手段が、前記画像データに付加された前記識別情報の中で
前記識別画像として画像化する前記画像化識別情報と前記識別画像の出力位置との少なく
とも一方の設定を取得する設定管理工程と、出力制御手段が、前記設定管理工程により取
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得した前記画像化識別情報と前記出力位置との少なくとも一方の設定に応じて画像化した
前記識別画像を含む前記出力データを出力する出力制御工程と、を有することを特徴とす
る。
【００２０】
　また、請求項１４にかかる発明は、請求項１３にかかる発明において、システム制御手
段が、前記画像化識別情報と前記出力位置との少なくとも一方の設定を受け付けるための
設定画面を表示手段に表示して、当該画像化識別情報と出力位置との少なくとも一方の設
定を受け付けるシステム制御工程をさらに有し、前記設定管理工程は、前記システム制御
手段により受け付けた前記画像化識別情報と前記出力位置との少なくとも一方の設定を取
得することを特徴とする。
【００２１】
　また、請求項１５にかかる発明は、請求項１３にかかる発明において、ＩＣカード認証
手段が、前記画像化識別情報と前記出力位置の少なくとも一方の設定を記憶したＩＣカー
ドを読み取ると共に、読み取った前記画像化識別情報と前記出力位置との少なくとも一方
の設定を受け付けるＩＣカード認証工程をさらに有し、前記設定管理工程は、前記ＩＣカ
ード認証手段により受け付けた前記画像化識別情報と前記出力位置との少なくとも一方の
設定を取得することを特徴とする。
【００２２】
　また、請求項１６にかかる発明は、請求項１３から１５のいずれか一にかかる発明にお
いて、前記出力制御工程は、前記出力データを記憶部に格納することを特徴とする。
【００２３】
　また、請求項１７にかかる発明は、請求項１３から１６のいずれか一にかかる発明にお
いて、前記出力制御工程は、前記出力データを外部機器に送信することを特徴とする。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明によれば、取得した画像データに付加された識別情報の中で識別画像として画像
化される画像化識別情報と識別画像の出力位置との少なくとも一方の設定を取得し、取得
した画像化識別情報と出力位置との少なくとも一方の設定に応じて画像化した識別画像を
含む出力データを出力することにより、ユーザが意図した内容で識別情報を出力すること
ができるので、印刷物に対するユーザの特定をより容易にすることができる、という効果
を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　以下に添付図面を参照して、この発明にかかる画像形成装置、および画像形成装置の画
像形成方法の最良な実施の形態を詳細に説明する。なお、以下の実施の形態では、本発明
の画像形成装置、および画像形成装置の画像形成方法を複合機に適用した例を示すが、こ
れに限定されるものではなく、画像データの出力処理を行うものであれば、複写機、プリ
ンタ、ファクシミリ、ＰＣ（Personal　Computer）等にも適用することが可能である。
【００２６】
（第１実施の形態）
　図１は、本発明の実施の形態にかかる複合機を含むネットワーク構成図である。
【００２７】
　外部ＰＣ１２、１３は、一般的なパーソナルコンピュータ（ＰＣ）であり、ＬＡＮ（Lo
cal　Area　Network）やインターネット等のネットワーク１１経由で複合機１００に対し
て出力要求を行うものである。
【００２８】
　複合機１００は、利用者の外部ＰＣ１２、１３から出力要求を受けると、自ら画像処理
を行ったり、出力要求された画像データを保存したり、画像データを他の外部機器に送信
する機能を具備している。より具体的には、複合機１００は、出力要求された画像データ
に付加された識別情報を画像化した識別画像であるバナー、および当該画像データに応じ
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た画像を含む出力データを記録媒体である印刷用紙に印刷して出力するものである。ここ
で、識別情報とは、画像データを識別するための情報であって、例えば、外部ＰＣ１２、
１３から印刷（出力）が要求された印刷日時（日時情報）、外部ＰＣ１２、１３のユーザ
名、画像データを出力する複合機１００のマシン名、コメント等の文字列情報、ページ番
号などである。
【００２９】
　なお、本実施の形態では、出力データを記録媒体である印刷用紙に印刷して出力する場
合について説明するが、これに限定するものではない。例えば、出力データを図示しない
記憶部へ格納、出力データを外部機器へ送信、出力データをＦＡＸ送信等しても良い。
【００３０】
　図２は、本実施の形態にかかる複合機の構成を示すブロック図である。本図に示すよう
に複合機１００は、外部Ｉ／Ｆ１０１と、操作部１０２と、識別情報記憶部１０３と、フ
ァイル管理部１０４と、メモリ１０５と、設定管理部１０６と、出力部１０７と、出力制
御部１０８と、システム制御部１０９と、ＲＴＣ１１０とを備えている。なお、複合機１
００は、外部Ｉ／Ｆ１０１を介してネットワーク１１と接続されており、外部Ｉ／Ｆ１０
１で外部ＰＣ１２、１３から受信した画像データに画像処理を施した後、記録媒体である
印刷用紙に印刷して出力する。
【００３１】
　外部Ｉ／Ｆ１０１は、ネットワーク１１と接続され、通信プロトコルに従ってネットワ
ーク１１に接続された他の外部ＰＣ１２、１３との間で、識別情報が付加された画像デー
タや制御データ等をやり取りする。
【００３２】
　識別情報記憶部１０３は、外部Ｉ／Ｆ１０１で受信した画像データに付加される識別情
報を記憶する記憶手段であり、図示しないＲＡＭにより実現される。
【００３３】
　ＲＴＣ１１０は、時計、カレンダー機能を有したリアルタイムクロックである。
【００３４】
　メモリ１０５は、外部Ｉ／Ｆ１０１で受信した画像データ等を展開、格納するための記
憶手段であり、図示しないＲＡＭにより実現される。
【００３５】
　操作部１０２は、後述するシステム制御部１０９により制御され、図示しないタッチパ
ネルを介して各種設定の入力を検知する。また、操作部１０２は、プレビュー画面や各種
設定を入力するための設定画面を図示しないタッチパネルに表示する。
【００３６】
　システム制御部１０９は、各構成部と接続されていて、複合機１００全体の制御を行う
ものである。このシステム制御部１０９は、図示しないＣＰＵ（Central　Processing　U
nit）、ＲＯＭ（Read　Only　Memory）、ＲＡＭ（Random　Access　Memory）などから構
成されており、ＣＰＵがＲＯＭに格納されたプログラムに基づいてＲＡＭのワーク領域を
利用しながら動作することにより、各種処理が実行される。
【００３７】
　なお、複合機１００で実行されるプログラムは、インストール可能な形式または実行可
能な形式のファイルでＣＤ－ＲＯＭ、フレキシブルディスク（ＦＤ）、ＣＤ－Ｒ、ＤＶＤ
（Digital　Versatile　Disk）等のコンピュータで読み取り可能な記憶媒体に記憶されて
提供されてもよい。この場合、システム制御部１０９のＣＰＵが上記記憶媒体からプログ
ラムを読み出して図示しない主記憶装置上にロードすることで、複合機１００に各種の機
能を実現させる。また、プログラムをインターネット等のネットワークに接続されたコン
ピュータ上に格納し、ネットワーク経由でダウンロードさせることにより提供するように
してもよい。または、プログラムをインターネット等のネットワーク経由で提供若しくは
配布するようにしてもよい。
【００３８】
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　システム制御部１０９は、操作部１０２を制御するものであって、操作部１０２が備え
る図示しないタッチパネルに表示した設定画面を介して、出力要求された画像データに付
加された識別情報の中でバナーとして画像化する画像化識別情報、および当該バナーの出
力位置（例えば、複数ページを集約したページ内の位置、画像データのページ、画像デー
タを出力する記録媒体の表面および裏面の少なくとも一方、画像データを出力するページ
とは独立したページ、画像データに応じた画像内の余白の位置など）の少なくとも一方の
設定を受け付ける。
【００３９】
　図３は、画像化識別情報および出力位置の設定を受け付ける際に操作部に表示される設
定画面の一例を示す説明図である。本実施の形態では、システム制御部１０９は、図３に
示す設定画面中の[バナー]タブ２０１の選択に応じて、画像化識別情報および出力位置の
設定を受け付ける設定画面を表示する。以下、[バナー]タブ２０１の選択により操作部１
０２に表示される設定画面の詳細について説明する。
【００４０】
　なお、本実施の形態では、操作部１０２に図３に示す設定画面を表示して画像化識別情
報と出力位置との少なくとも一方の設定を受け付けているが、これに限定するものではな
い。例えば、外部ＰＣ１２、１３が有するプリンタドライバにより当該外部ＰＣ１２、１
３が備える表示手段（図示しない）に図３に示す設定画面を表示し、外部ＰＣ１２、１３
から画像化識別情報と出力位置との少なくとも一方の設定を受け付けてもよい。その場合
、システム制御部１０９は、画像データと共に、画像化識別情報と出力位置との少なくと
も一方の設定を外部ＰＣ１２、１３から受信するものとする。
【００４１】
　まず、バナーの印刷のＯＮ／ＯＦＦを切り換える項目について説明する。[バナー印刷]
ボックス２０２は、バナーの印刷のＯＮ／ＯＦＦの切り換えを受け付けるチェックボック
スである。ユーザは、[バナー印刷]ボックス２０２をチェック（ＯＮ）することにより、
バナーの印刷を指示することができる。
【００４２】
　次に、画像化識別情報の設定を受け付ける項目について説明する。[印刷内容]グループ
２１８は、画像化識別情報の設定を受け付けるチェックボックスおよびダイアログを含む
グループである。[ユーザ名]ボックス２１９は、ユーザ名を示す画像化識別情報の設定を
受け付けるチェックボックスである。[機器名]ボックス２２０は、機器名を示す画像化識
別情報の設定を受け付けるチェックボックスである。[文字列]ボックス２２１は、ユーザ
が入力した任意の文字列（例えば、「test　print」）を示す画像化識別情報の設定を受
け付けるダイアログボックスである。
【００４３】
　システム制御部１０９は、上述したチェックボックスへのチェックおよびダイアログボ
ックスを介して、画像化識別情報の設定を受け付ける。なお、本実施の形態では、ユーザ
名、機器名、および文字列を示す画像化識別情報の設定を受け付けるチェックボックスお
よびダイアログボックスを画像化識別情報の設定を受け付ける項目の一例として用いたが
、これに限定するものではない。例えば、文書名、印刷日時、ホスト名、ページ情報等を
示す画像化識別情報の設定を受け付けるチェックボックスまたはダイアログボックスを画
像化識別情報の設定を受け付ける項目として用いることもできる。
【００４４】
　次に、出力位置の設定を受け付ける項目について説明する。[バナーページを印刷]ボタ
ン２０３は、画像データが印刷されるページとは独立した別のページを出力位置の設定と
して受け付けるラジオボタンである。[原稿に印刷]ボタン２０４は、画像データが印刷さ
れるページに重畳させたバナーの印刷の設定を受け付けるラジオボタンである。
【００４５】
　[印刷ページ]グループ２０５は、[原稿に印刷]ボタン２０４が選択された場合に、バナ
ーを印刷するページを出力位置の設定として受け付けるラジオボタンを含むグループであ
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る。[全ページに印刷]ボタン２０６は、出力データが印刷される全ページを出力位置の設
定として受け付けるラジオボタンである。[指定ページに印刷]ボタン２０７は、ダイアロ
グボックス２０８に入力されたページを出力位置の設定として受け付けるラジオボタンで
ある。ダイアログボックス２０８は、画像データが印刷されるページのうち、バナーを印
刷するページを入力するダイアログボックスである。
【００４６】
　[両面印刷]グループ２０９は、[原稿に印刷]ボタン２０４が選択され、かつ出力部１０
７により出力データを記録媒体の両面に印刷する場合に、バナーを印刷する記録媒体の面
を出力位置の設定として受け付けるラジオボタンを含むグループである。[両面に印刷]ボ
タン２１０は、記録媒体の両面を出力位置の設定として受け付けるラジオボタンである。
[表面のみ印刷]ボタン２１１は、記録媒体の表面を出力位置の設定として受け付けるラジ
オボタンである。また、本実施の形態では、出力データを記録媒体の両面に印刷する場合
に当該記録媒体の面を出力位置の設定として受け付ける例を説明したが、これに限定する
ものではない。例えば、複合機１００が画像データの複数のページを１ページに集約した
画像データを生成する集約機能を備える場合、当該集約機能により生成した画像データに
応じた画像内の位置を出力位置の設定として受け付けるラジオボタンを設けてもよい。
【００４７】
　[印刷箇所]グループ２１２は、[原稿に印刷]ボタン２０４が選択された場合に、画像デ
ータに応じた画像内の余白の位置および当該画像内における余白の幅を出力位置の設定と
して受け付けるラジオボタンおよびダイアログボックスを含むグループである。[上]ボタ
ン２１３は、画像データに応じた画像内の上部の余白を出力位置の設定として受け付ける
ラジオボタンである。[右]ボタン２１４は、画像データに応じた画像内の右部の余白を出
力位置の設定として受け付けるラジオボタンである。[下]ボタン２１５は、画像データに
応じた画像内の下部の余白を出力位置の設定として受け付けるラジオボタンである。[左]
ボタン２１６は、画像データに応じた画像内の左部の余白を出力位置の設定として受け付
けるラジオボタンである。[余白の幅]ボックス２１７は、画像データに応じた画像内の余
白の幅を出力位置の設定として受け付けるダイアログボックスである。
【００４８】
　システム制御部１０９は、上述したラジオボタンの選択およびダイアログボックスへの
余白の幅の入力を検知することにより、出力位置の設定を受け付ける。なお、本実施の形
態では、印刷ページ、両面印刷、印刷箇所を指示するラジオボタンおよびダイアログボッ
クスを出力位置の設定を受け付ける項目の一例として用いたが、これに限定するものでは
ない。例えば、バナー内で識別情報の文字サイズやバナー内で識別情報を記述する文字方
向を受け付けるラジオボタンを出力位置の設定を受け付ける項目として用いることもでき
る。
【００４９】
　また、図３に示す画面では、印刷ボタン２２２およびキャンセルボタン２２３を選択す
ることにより、バナーの印刷およびバナーの印刷の中止を指示することができる。さらに
、図示しないプレビューボタンを選択することにより、バナーが印刷されたページの印刷
結果を画面上に表示して確認することもできる。
【００５０】
　ファイル管理部１０４は、システム制御部１０９で設定を受け付けた画像化識別情報と
出力位置との少なくとも一方の設定が格納される記憶手段であり、当該画像化識別情報と
出力位置との少なくとも一方の設定を恒久的に記憶可能な図示しないＨＤＤ等によって実
現される。なお、ファイル管理部１０４に格納された画像化識別情報と出力位置との少な
くとも一方の設定は、出力部１０７から出力される全ての画像データに対して適用される
ものとする。
【００５１】
　設定管理部１０６は、ファイル管理部１０４に格納された画像化識別情報と出力位置と
の少なくとも一方の設定を取得する。本実施の形態では、設定管理部１０６は、ファイル
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管理部１０４に格納された画像化識別情報と出力位置の少なくとも一方の設定を読み込む
。さらに、設定管理部１０６は、読み込んだ画像化識別情報の設定に基づいて、識別情報
記憶部１０３に記憶された識別情報から画像化識別情報を取得する。例えば、画像化識別
情報の設定によりユーザ名が指示された場合、設定管理部１０６は、識別情報記憶部１０
３に記憶された識別情報からユーザ名を画像化識別情報として取得する。
【００５２】
　また、設定管理部１０６は、識別情報記憶部１０３に記憶された識別情報に印刷日時が
含まれておらず、かつ画像化識別情報の設定により印刷日時が指定された場合、ＲＴＣ１
１０から日時情報を取得する。
【００５３】
　出力制御部１０８は、システム制御部１０９によって制御され、設定管理部１０６によ
り取得した画像化識別情報と出力位置との少なくとも一方の設定に応じて画像化したバナ
ーを、外部Ｉ／Ｆ１０１により受信した画像データに応じた画像に含めた出力データを出
力部１０７から出力するためのデータ処理、制御を行う。
【００５４】
　ここで、図４を用いて、本実施の形態にかかるシステム制御部１０９および出力制御部
１０８の特長的な動作について説明する。図４は、システム制御部および出力制御部によ
って実現される機能を示すコンポーネント図である。
【００５５】
　システム制御部１０９は、フィルタコンポーネントにより実行されるジョブを管理する
アクティビティコンポーネントであるプリンタアクティビティ３０１を有して構成される
。プリンタアクティビティ３０１は、フィルタコンポーネントとメッセージのやり取りを
行い、フィルタコンポーネントの機能を制御する。
【００５６】
　出力制御部１０８は、プリンタアクティビティ３０１からのメッセージによりジョブを
実行し、入力された画像データを処理して後段のパイプ３０６に流すフィルタコンポーネ
ントであるＰＣ文書受信フィルタ３０２、バナーレンダリングフィルタ３０３、加工フィ
ルタ３０４、および印刷フィルタ３０５を有して構成される。ここで、パイプ３０６は、
フィルタコンポーネント間のデータの受け渡しを行う。本実施の形態では、図４に示すコ
ンポーネント図の左側のフィルタコンポーネントから右側のフィルタコンポーネントへと
データの受け渡しが行われる。
【００５７】
　ＰＣ文書受信フィルタ３０２は、外部Ｉ／Ｆ１０１により受信した画像データを取得し
、取得した画像データを解析する。そして、ＰＣ文書受信フィルタ３０２は、取得した画
像データに応じた画像を生成し、生成した画像をメモリ１０５に書き込む。なお、本実施
の形態では、外部Ｉ／Ｆ１０１により受信した画像データを取得しているが、これに限定
するものではない。例えば、複合機１００がスキャナを有している場合は、スキャナで読
み取った画像データを取得してもよい。
【００５８】
　バナーレンダリングフィルタ３０３は、設定管理部１０６により読み込んだ画像化識別
情報を画像化したバナーを生成し、生成したバナーをメモリ１０５に書き込む。
【００５９】
　加工フィルタ３０４は、ＰＣ文書受信フィルタ３０２により生成した画像、およびバナ
ーレンダリングフィルタ３０３により生成したバナーを受け取る。そして、加工フィルタ
３０４は、バナーレンダリングフィルタ３０３により生成したバナーを、設定管理部１０
６により取得した出力位置の設定に従って、ＰＣ文書受信フィルタ３０２により生成した
画像に合成した画像の出力データを生成する。そして、加工フィルタ３０４は、出力デー
タを記録媒体に印刷するため、出力データに応じた画像を生成し、生成した画像をメモリ
１０５に書き込む。なお、出力位置の設定は、設定管理部１０６によりファイル管理部１
０４から読み込んだ設定を用いる。
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【００６０】
　図５は、画像データの出力位置の設定に従ってバナーを合成した画像の出力データの一
例を示す図である。例えば、図３に示す設定画面において[上]ボタン２１３により画像デ
ータに応じた画像内の上部の余白を出力位置の設定として受け付けた場合、加工フィルタ
３０４は、バナー４０１を画像データ４００に応じたが画像の右上の余白に合成した画像
の出力データを生成する。これにより、ユーザが意図する出力位置にバナーが描画された
画像の出力データを生成することができる。
【００６１】
　また、加工フィルタ３０４は、ＰＣ文書フィルタ３０２により取得した画像データに応
じた画像に対してバナーを合成する前に、バナーに回転処理および縮小処理の少なくとも
一方を施しても良い。
【００６２】
　印刷フィルタ３０５は、加工フィルタ３０４によってメモリ１０５に書き込まれた出力
データに応じた画像の印刷処理を制御する。なお、本実施の形態では、出力データに応じ
た画像を記録媒体に印刷するが、これに限定するものではない。例えば、出力データを外
部ＰＣ１２、１３へ送信、出力データをＦＡＸ送信、出力データの図示しない主記憶装置
へ格納等を行うこともできる。
【００６３】
　出力部１０７は、出力制御部１０８によって制御され、メモリ１０５に書き込まれた画
像を記録媒体に印刷する。
【００６４】
　次に、図６を用いて、本実施の形態に係る複合機１００による画像データの出力処理の
手順を説明する。図６は、本実施の形態に係る複合機による画像データの出力処理の手順
を示すシーケンス図である。
【００６５】
　まず、システム制御部１０９は、操作部１０２を介して、画像化識別情報と出力位置と
の少なくとも一方の設定を受け付ける（ステップＳ５０１）。次いで、システム制御部１
０９は、受け付けた画像化識別情報と出力位置との少なくとも一方の設定をファイル管理
部１０４に保存（格納）する（ステップＳ５０２）。
【００６６】
　そして、外部ＰＣ１２、１３等から複合機１００に識別情報が付加された画像データが
送信されると（ステップＳ５０３）、外部Ｉ／Ｆ１０１は、当該画像データの出力処理の
固有の情報であるジョブＩＤをシステム制御部１０９に対して送信して当該画像データの
出力処理の実行を要求する（ステップＳ５０４）。すると、システム制御部１０９は、受
信したジョブＩＤを出力制御部１０８および設定管理部１０６に対して送信して画像デー
タの出力処理の実行を要求する（ステップＳ５０５、ステップＳ５０６）。
【００６７】
　出力制御部１０８は、システム制御部１０９から画像データの出力処理の実行が要求さ
れると、外部Ｉ／Ｆ１０１に対して受信した画像データの取得を要求して（ステップＳ５
０７）、外部Ｉ／Ｆ１０１で受信した画像データを取得すると共に（ステップＳ５０８）
、取得した画像データに付加される識別情報を識別情報記憶部１０３に書き込む（ステッ
プＳ５０９）。なお、出力制御部１０８は、取得した画像データに識別情報が付加されて
いなかった場合には、予め設定された識別情報または「unknown」や「＊＊＊＊」などを
識別情報として識別情報記憶部１０３に書き込むものとする。次に、出力制御部１０８は
、取得した画像データに応じた画像を生成し（ステップＳ５１０）、生成した画像をメモ
リ１０５に書き込む（ステップＳ５１１）。メモリ１０５への画像の書き込みが終了する
と、出力制御部１０８は、画像の書き込みが完了したことをシステム制御部１０９に通知
する（ステップＳ５１２）。
【００６８】
　設定管理部１０６は、システム制御部１０９から画像データの出力処理の実行が要求さ
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れると（ステップＳ５１３）、ファイル管理部１０４から画像化識別情報と出力位置との
少なくとも一方の設定を読み込む（ステップＳ５１４）。さらに、設定管理部１０６は、
読み込んだ画像化識別情報の設定に基づいて、識別情報記憶部１０３に対して画像化識別
情報の取得を要求して（ステップＳ５１５）、当該識別情報記憶部１０３に記憶された識
別情報から画像化識別情報を取得する（ステップＳ５１６）。なお、設定管理部１０６は
、識別情報記憶部１０３に記憶された識別情報に日時情報が含まれていなかった場合、Ｒ
ＴＣ１１０に対して日時情報の取得を要求して（ステップＳ５１７）、当該ＲＴＣ１１０
から日時情報を取得する（ステップＳ５１８）。そして、設定管理部１０６は、取得した
画像化識別情報および出力位置の設定を出力制御部１０８に送信して、バナーの生成を要
求する（ステップＳ５１９）。
【００６９】
　出力制御部１０８は、取得した画像化識別情報を画像化したバナーを生成し（ステップ
Ｓ５２０）、生成したバナーをメモリ１０５に書き込む（ステップＳ５２１）。メモリ１
０５へのバナーの書き込みが終了すると、出力制御部１０８は、バナーの書き込みが完了
したことをシステム制御部１０９に通知する（ステップＳ５２２）。
【００７０】
　システム制御部１０９は、バナーの書き込みの完了通知を受け取ると、出力制御部１０
８に対してバナーの合成処理の実行を要求する（ステップＳ５２３）。出力制御部１０８
は、設定管理部１０６から受信した出力位置の設定に従って、ステップＳ５１１でメモリ
１０５に書き込んだ画像データに応じた画像に、ステップＳ５２１でメモリ１０５に書き
込んだバナーを合成する（ステップＳ５２４）。さらに、出力制御部１０８は、バナーを
合成した画像をメモリ１０５に書き込むと共に（ステップＳ５２５）、出力部１０７に対
して印刷処理の実行を要求する（ステップＳ５２６）。出力部１０７は、メモリ１０５に
対して印刷処理を実行する画像の取得を要求して（ステップＳ５２７）、メモリ１０５に
書き込まれた画像を取得すると共に（ステップＳ５２８）。取得した画像の印刷処理を実
行する（ステップＳ５２９）。
【００７１】
　このように、本実施の形態にかかる複合機１００によれば、取得した画像データに付加
された識別情報の中でバナーとして画像化する画像化識別情報とバナーの出力位置との少
なくとも一方の設定を取得し、取得した画像化識別情報と出力位置との少なくとも一方の
設定に応じて画像化したバナーを含む出力データを印刷することにより、ユーザが意図し
た内容で識別情報を出力することができるので、印刷物に対するユーザの特定をより容易
にすることができる。
【００７２】
（変形例）
　本変形例は、画像化識別情報と出力位置との少なくとも一方の設定を記憶するＩＣカー
ドを読み取り、読み取った画像化識別情報および出力位置の設定に応じて画像化したバナ
ーを含む出力する例である。なお、第１実施の形態と同様の構成については説明を省略し
、第１実施の形態と異なる構成のみを説明する。
【００７３】
　図７は、本変形例にかかる複合機の構成を示すブロック図である。図７に示すように、
本変形例にかかる複合機７００は、ＩＣカード認証部７０１を備える点において第１実施
の形態にかかる複合機１００と異なる。
【００７４】
　ＩＣカード認証部７０１は、画像化識別情報と出力位置との少なくとも一方の設定を記
憶する接触型（または非接触型）のＩＣカードから、当該画像化識別情報と出力位置との
少なくとも一方の設定を読み取ると共に、読み取った画像化識別情報と出力位置との少な
くとも一方の設定を受け付けると共に、当該画像化識別情報と出力位置との少なくとも一
方の設定をファイル管理部１０４に格納する。
【００７５】
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　なお、本変形例では、設定管理部１０６は、ＩＣカード認証部７０１によりファイル管
理部１０４に格納された画像化識別情報と出力位置との少なくとも一方の設定を読み込む
ものとする。
【００７６】
　図８は、本変形例にかかる複合機７００による画像データの出力処理の手順を示すフロ
ーチャートである。なお、図８に示すステップＳ８０３からステップＳ８２９の処理は、
図６に示すステップＳ５０３からステップＳ５２９に示す処理と同様であるため、ここで
は説明を省略する。
【００７７】
　ＩＣカード認証部７０１は、複合機７００が備える図示しないカード挿入口に挿入され
たＩＣカードから画像化識別情報と出力位置との少なくとも一方の設定を読み取り、読み
取った画像化識別情報と出力位置との少なくとも一方の設定を受け付ける（ステップＳ８
０１）。さらに、ＩＣカード認証部７０１は、受け付けた画像化識別情報と出力位置との
少なくとも一方の設定をファイル管理部１０４に保存する（ステップＳ８０２）。
【００７８】
　このように、本変形例にかかる複合機７００によれば、画像化識別情報と出力位置の少
なくとも一方の設定を記憶したＩＣカードを読み取ると共に、読み取った画像化識別情報
と出力位置との少なくとも一方の設定を受け付け、受け付けた前記画像化識別情報と前記
出力位置との少なくとも一方の設定を取得し、取得した画像化識別情報と出力位置との少
なくとも一方の設定に応じて画像化したバナーを含む出力データを出力することにより、
第１実施の形態と同様の効果を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００７９】
【図１】本発明の実施の形態にかかる複合機を含むネットワーク構成図である。
【図２】本発明の実施の形態に係る複合機の構成を示すブロック図である。
【図３】画像化識別情報と出力位置との少なくとも一方の設定を受け付ける際に操作部に
表示される設定画面の一例を示す説明図である。
【図４】システム制御部および出力制御部によって実現される機能を示すコンポーネント
図である。
【図５】画像データの出力位置の設定が示す出力位置にバナーを描画した出力データの一
例を示す図である。
【図６】本実施の形態に係る複合機のよる画像データの出力処理の手順を示すシーケンス
図である。
【図７】本変形例にかかる複合機の構成を示すブロック図である。
【図８】本変形例にかかる複合機による画像データの出力処理の手順を示すフローチャー
トである。
【符号の説明】
【００８０】
　１００、７００　複合機
　１０２　操作部
　１０６　設定管理部
　１０８　出力制御部
　１０９　システム制御部
　７０１　ＩＣカード認証部
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